
こどもから高齢者まですべての人と人とが
つながり支えあうまちづくり

　子育て世代を孤立化させないため、さまざまな機会を捉えて、子育て世代と支援者や子育て世代
同士のつながりを創出します。また、こどもたちの可能性を引き出し、『生きる力』につなげるため、地
域や保育所（園）・学校園（幼稚園、小・中学校）等と連携し、さまざまな支援に取り組みます。
　また、子育て世代や高齢者、障がいのある方など、見守りやサポートが必要な方が身近に相談でき
るよう、『地域福祉活動コーディネーター』を配置します。

●地域福祉支援システムの再構築（地域福祉活動コーディネーターの各地域への配置 4,040万円）
●救急カプセルを活用した高齢者等見守りネットワークの構築（751万円）
●平野区こども学習サポート事業（放課後を活用したこどもへの学習サポート 344万円）
●乳幼児発達相談体制強化事業（281万円）
●「いじめ」・「不登校」対策（区ＣＭ自由経費 1,470万円） など

人と人とがつながり支えあうまち
こどもから高齢者まで すべての人の笑顔が輝くまち

ひらの の実現をめざして
区長自由経費（区独自予算）4億7,921万円

（平成25年度予算 4億1,919万円）

平成26年度平野区予算14億5,108万円
（平成25年度予算 10億6,107万円）

区役所に財源配分され、区で事業執行を行う経費

※区長自由経費と区ＣＭ自由経費の合計です。

主な事業 子育て支援、防災・防犯関係経費、区庁舎設備維持経費、
区役所附設会館管理運営費など

区シティ・マネージャー自由経費（区ＣＭ自由経費）9億7,187万円
（平成25年度予算 6億4,188万円）

局に財源配分されるが、地域事情や特性に応じた施策を実施するため
区シティ・マネージャーとしての区長が調整を行う経費

主な事業 道路・公園などの維持補修、スポーツ施設指定管理代行料など

問合せ 総務課（総務）51番窓口 ☎4302-9625

愛着を持って
住み続けられる魅力ある

まちづくり
　平野区の歴史や景観、地域での取組みなど、平野
区のさまざまな魅力を積極的に情報発信し、幅広い
層の方に平野区への愛着を深めていただけるよう

取り組みます。また、情報発信にあたっては、区内５コースの「うおーくらりーマッ
プ」や平野区ホームページなどの広報媒体を活用し、効果的な情報発信に努めま
す。

●平野区魅力発信事業
　（区の魅力や歴史的資源、地域活動の情報発信を強化 638万円）
●区役所ライフイベント記念事業
　（婚姻届、出生届時に記念品の配付 223万円） など

　区政会議をはじめ、区民の意見やニーズ、提案等を幅広く収集、集約し、区民の声を予算や施策などに反
映するとともに、その成果を区民が評価することができる体制を構築します。
　また、区民に最も身近な区役所として、地域に根ざし信頼される区役所をめざして、区役所・区役所職員
も自らの改革に取り組みます。

地域に根ざし
信頼される区役所づくり

●区政会議運営事業（130万円）　●窓口におけるフロアマネージャー配置（1,453万円） など

キヨミちゃん区長  

平成26年度 平野区予算の概要
　平野区では、こどもから高齢者まですべての人と人とが支えあい安心して暮らせるまちづくりをめざしています。その実現のために、
全ての区民を対象として、特に高齢者や障がいのある方、子育て世代など、見守りやサポートなどの支援が必要な方が身近なところで
相談できるように、区内２２の地域活動協議会ごとに地域福祉活動コーディネーターを配置します。また、防犯対策として、通学路など
の安全確保や街頭犯罪の撲滅に向けた防犯カメラの設置、防災対策として、近い将来想定される南海トラフ沖地震に備え、平野区独
自の備蓄物資や資機材を確保するなど、区民の安全・安心なくらしを支えるための予算を中心に編成しました。
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